
令和２年度

福島県立あぶくま支援学校学校経営・運営ビジョン

学校教育目標

中：わかること できること
やりたいことを増やす生徒

中：認め合い、
助け合う生徒

高：心と体の健康
作りに取り組む生徒

高：互いを思いやり伝え合い
ながら、共に働こうとする生徒

高：未来を想像し、
主体的に学ぶ生徒

中：心も体も元気な生徒

特別支援学校の学習指導要領が2020年から順次完全実施となり、これからの社会を生き抜く児童生徒の資質能力
が示された。
本校25年目の節目を迎え児童生徒の生きる力を全職員で再考し、160を越える項目を整理して令和元年度より新た
に学校教育目標を改定した。児童生徒が自らの言葉で学校教育目標を表現し、更に保護者と同じ目標のもと連携し、

地域の皆様にも理解を得ながら、「社会に開かれた教育課程」を推進することで、「自立と社会参加」の実現を目指す。
（2019年4月）

□「あぶスポタイム」の
実践と目標達成に向け
た授業づくり
・年間指導計画と指導内容表
を活用した授業づくり

□つながる学習評価
・新様式（個別の指導計画・年
間指導計画・通知表等）を活
用した実践からの検証（修正
と改善）

□「生活状況マップ」の
活用
・個々の進路実現へ向けての
指導の充実
・企業就労３０％達成

□「みんななかよく あい
さつ運動」の推進
・学部を超えて 児童生徒がお
互いにあいさつを行う取組

□「あぶスポタイム」プ
ロジェクト
・あぶスポタイムがんばりカー
ド作成、活用
・体重管理表の活用

□各種スポーツ大会へ
の参加
・県障がい者総合体育大会、
県特別支援学校スポーツ大
会、中田地区駅伝競走大会な
ど

□センター的機能の更なる充実
・専門性を生かした組織的な地域支援の実施 ・便りやHP等を活用した積極的な情報発信

□安全で安心して学べる学校
・いじめ防止 ・安全な通学 ・学びやすい学習環境の整備 ・不祥事の根絶

学部目標

重点目標

学校教育目標改訂の趣旨

学校教育目標の柱の一つである「元気な体 健康に生きる」の達成に向けた教育
課程の見直し及び再編成を行う。

小：がんばる子 小：やさしい子 小：げんきな子


